
履修対象者︓学部2〜６年⽣
※詳しくはシラバスをご覧ください

【講義題⽬】 留学とキャリア・デザイン
（Study Abroad and Career Design）
【担当教員】 肖 蘭・⾼等教育推進機構
【曜⽇講時】 ⽔曜４講時
【初回授業】 2022年4⽉13⽇（⽔）

【講義題⽬】 国際学修準備
（Preparing for International Learning 

through Talking About Japan）
【責任教員】 髙橋 彩・⾼等教育推進機構
【曜⽇講時】 ⽉曜３講時
【初回授業】 2022年6⽉6⽇（⽉）

国際的なプログラムへの参加を考えている⽅、予定している
⽅のための授業です。
国際的な場での学習を充実させるためのスキルとマインドを磨くこ
とをめざします。この授業では、⽇本の⼼や強みなどをテーマに、
参加者が議論・協働することを通して、⽂化を相対化する視点を学
びながらコミュニケーション⼒を培うとともに、⾃らの学習者とし
ての強みも⾒つけてゆきます。

今後留学を考えている⽅、予定している⽅のための授業です。
グローバリゼーションの歴史と現状を知り、キャリア・デザインの
観点から、⾃らの専⾨分野のグローバル社会における役割と位置づ
けを考え、留学の⽬的と意義を明確にすることを⽬標とします。
この授業では、参加者と⾃らのキャリアデザインについて語り合い、
お互いに刺激を得られます。

春ターム開講

夏ターム開講



令和４年度「博物館実習」履修希望者 各位 

博物館実習履修希望者に対する 
「実習直前ガイダンス」開催のお知らせと 
「同ガイダンス資料」の配付について 

  

令和４年度に館務実習への参加を希望する学生に対し，「博物館実習事前事後指
導」の初回授業（4月22日（金），1限・2限，文系6番教室，対面形式で実施，
函館キャンパスへは遠隔配信）において、「実習直前ガイダンス」を実施します。 
 館務実習への参加希望者は，ELMSグループから配布される「実習直前ガイダン
ス資料」を熟読の上，必ず出席してください。 
 なお，このガイダンスに参加しなかった学生は館務実習を受けることができなく
なりますので，ご注意下さい。 

記 

資料配布実施方法：ELMSグループからの資料配付 

（同時に大学枠施設抽選結果も記載しています） 

資料配付開始日：令和４年3月28日（月） 

対象者：令和４年度「博物館実習」を履修予定の全ての者 
    （実習参加希望者向けGoogleフォーム登録済の者） 

内 容：館務実習参加に際しての注意事項の説明 
         館務実習施設（大学枠）の調整及び決定  など                  

その他：令和４年４月に他大学から本学大学院に進学する学生で，令和４年度
「博物館実習」の履修を希望する者は，必ず令和４年４月１4日（木）
までに下記へ申し出ること。                                     

お問い合わせ先：文学事務部教務担当 （電話：０１１－７０６－３００５）
（Email: lkyom@let.hokudai.ac.jp） 

令和４年3月2８日 



「学芸員」資格取得ガイダンスの 

開催について 

   標記ガイダンスを下記のとおり開催しますので，該当する学

生は必ず参加してください。 

対象者：令和４年度から新たに「学芸員」資格の 

        取得を希望する者。  

           

開催方法：オンデマンドによる開催 

     以下の URLもしくは QRコードから， 

説明資料をダウンロードしてください。 

URL： 

https://drive.google.com/drive/folders/1w2suTOMbWm

FYKpx_KFGb5NY3orxYyCkJ?usp=sharing 

QRコード： 

 

 

 

内 容：学芸員とは？ 

    学芸員資格の取得方法について 

    入学年度別カリキュラムの違いについて 

    授業の履修方法について         

【お問い合わせ先】 文学部教務担当（TEL：011－706－3005） 

令和４年３月２８日 

https://drive.google.com/drive/folders/1w2suTOMbWmFYKpx_KFGb5NY3orxYyCkJ?usp=sharing
https://drive.google.com/drive/folders/1w2suTOMbWmFYKpx_KFGb5NY3orxYyCkJ?usp=sharing


北海道大学に在学中の学生　各位

１学期「博物館実習」の履修

・事前指導（４月～）

・館務実習（７～９月）

・事後指導（９月頃）

２学期「博物館実習」の履修

・事前指導（１０月～）

・館務実習（１２月中旬～１月中旬）

・事後指導（２月頃）

○全てのガイダンスへ出席すること。

○全ての授業科目の単位を修得すること。

○学士の学位を取得すること。

１
学
期

２
学
期

博物館経営論

１月下旬　　博物館実習ガイダンス

博物館実習
４月上旬　　実習直前ガイダンス

または

学士の学位を取得

学芸員資格取得

学
部
３
年

１
学
期

博物館教育論

博物館情報・メディア論

２
学
期

学部２年
１学期 ４月上旬　「学芸員」資格取得ガイダンス

令和４年１月
北海道大学文学事務部教務担当

学芸員の資格取得に向けたカリキュラム・マップ

　学芸員の資格取得に向け，北海道大学の学芸員資格関係の授業担当教員が推奨す
る履修計画は以下のとおりです。詳細な情報は必ずガイダンスで確認してください。

１
学
期

博物館概論

博物館資料論

博物館資料保存論

学
部
２
年 ２

学
期

博物館展示論

教育社会科学講義（生涯学習論）

学
部
４
年

【資格取得にあたっての注意事項】
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THEME :THEME :THEME :
SSSustainableustainableustainable

TourismTourismTourism

SDGsに貢献しつつ持続可能な観光とはどのようなものか？
観光業は現在最も重要な産業の１つであり、ここ北海道も世界有数の観光地として発展してきました。
しかし、観光業はオーバーツーリズムをはじめ持続的な発展の障害となる問題を多く抱えています。
パンデミックで観光業が打撃を受けている今だからこそ、ポストコロナの観光業をより良くするため、
SDGｓへの貢献という視点から持続可能でグローバルに適応できる新しい観光の在り⽅を提案して下さい。
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10/31. Sun 13:30~16:00 (JST)

HSIHSIHSI      SDGsSDGsSDGs      ChallengeChallengeChallenge
CompetitionCompetitionCompetition      202120212021

SHIRETOKO

Organizer : HSI Team OMOTENASHI              Contact : omotenashi@elms.hokudai.ac.jp

対象
�北⼤⽣とHokkaidoサマー・インス
ティテュートに参加している留学⽣

�*新渡⼾カレッジ学部教育コースの
���学⽣には新渡⼾カレッジポイントを
���3ポイント付与します。

応募方法
10⽉3⽇(⽇)までに
応募フォームに

回答してください。

https://forms.office.com/r/8B5j8UKbVD

①チーム�:�5�組�(2~4名)
②個⼈�:�5�⼈

*チームでの応募が叶わない学⽣には希望
��者同⼠での混合チーム結成を⽀援します。

COEXISTENCE
WITH NATURE

観光客や地元住⺠の知識不⾜により

⾃然環境に悪影響が⽣じています。

IMPACT�ON�
ECONOMY

観光開発による経済利益は、必ずしも

地元経済に還元されるとは限りません。

COOPERATION�WITH�
�LOCAL�COMUNITY��

地元コミュニティに対する理解不⾜が

⼤きな問題へ発展することも。

コロナ禍に負けず、SDGsの取り組みにおいて⾼く評価されている北海道⼤学を舞台に
世界中の学⽣と多様な意⾒を交換しましょう！

北海道のローカルな観光問題をケーススタディとした事前資料を読み、�             ������を
作成し、Zoomで発表していただきます。

5分間の英語プレゼンテーション

(事前資料は9⽉13⽇より参照可能�https://1drv.ms/u/s!Al22DaSWjXZBge0v1aYzqvlsaPXDtg?e=EbHDYV�)

 

北⼤⽣と海外学⽣へ向けた北⼤⽣と海外学⽣へ向けた

オンライン英語プレゼンオンライン英語プレゼン

コンテストをコンテストを開催します！開催します！
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How can tourism be sustainable, while contributing to the SDGs?
Tourism�is�now�one�of�the�most�important�industries�in�the�world,�as�you�can�see�here�in�Hokkaido.�
However,�there�have�been�many�different�problems�with�sustainability�and�tourism�since�before.�
To�take�this�opportunity,�this�competition�aims�to�create�new�methods�of�tourism�in�the�post-corona�era,�
which�is�for�one�area�but�globally�scalable,�from�the�perspective�of�contributing�to�the�SDGs.
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10/31. Sun 1:30p.m.~4:00p.m. (JST)

HSIHSIHSI      SDGsSDGsSDGs      ChallengeChallengeChallenge
CompetitionCompetitionCompetition      202120212021

SHIRETOKO

Organizer : HSI Team OMOTENASHI              Contact : omotenashi@elms.hokudai.ac.jp

Participants
   HSI students, 
   Hokkaido University students 
   

   *NITOBE College students from 
     undergraduate course can receive 
     3 Nitobe College Points.

How to apply
Please fill out the 
application form 
by 10/3. Sun.

https://forms.office.com/r/8B5j8UKbVD

①Team : 5 teams (2~4menbers)
②Individual : 5 people
*We offer a chance to make a team with
  others for those who want to but cannot.

COEXISTENCE
WITH NATURE
There are many cases where the 
nature is ruined due to lack of
knowledge of visitors and local people.

IMPACT ON 
ECONOMY
There are cases that economic 
benefits are not given back to 
local communities.

COOPERATION WITH 
 LOCAL COMUNITY  

Sometimes lack of understanding
causes conflicts between local
community and tourism business.

Despite the pandemic, exchange your ideas with students around the world 
in a highly valued university for commitment to the SDGs!

Participants�will�give�a����������������������������������������������������������������������������via�Zoom,�by�studying�local�problems�in
Hokkaido�from�the�background�material.

5-minute presentation in English

(Please�refer�to�https://1drv.ms/u/s!Al22DaSWjXZBge0v1aYzqvlsaPXDtg?e=EbHDYV�from�9/13)

THEME :THEME :THEME :
SSSustainableustainableustainable

TourismTourismTourism
Online�competitionOnline�competition

of�presentationof�presentation



本学では6月1日からHokkaido Summer Institute 2021が開催されています。 
このことに伴い、HSI公認の学生団体が、今年度最後のイベントとして英語スピーチコンテストを企画
しました。詳細は以下の通りになりますので、ぜひご参加ください。 
--------------------------------------------- 
こんにちは。Hokkaido Summer Institute(HSI)公認の学生ボランティア団体、HSI Team OMOTENASH
Iです。 
Team OMOTENASHIによる本年度のオンラインイベントの締めくくりとして、「HSI SDGs Challenge 
Competition 2021」を開催いたします！ 
 
【目的】 
HSI SDGs Challenge Competition は、昨今の新型コロナウイルス感染症によるパンデミックという状
況下でも、北大生と海外学生がその多様な考え方を国際的に交流できる機会を設けることを目的とし
て、HSIと新渡戸カレッジの協力の下、HSI Team OMOTENASHIによって企画されたイベントです。 
 
【イベント概要】 
北海道大学は、THEインパクトランキング2021で国内1位にランクインするなど、近年SDGsへの取り組
みにおいて世界的に評価されています。このSDGsを軸に、本年度はパンデミックにより大きく影響を
受けることとなった観光業を取り上げ、オンラインで英語プレゼンコンテストを行います。本イベント
はHSI Team OMOTENASHIが主催し、北海道大学が誇るグローバルプログラムであるHSIと新渡戸カレ
ッジの協力のもと開催されます。HSIに参加する学生と北大生を対象に世界中から参加者を募り、コロ
ナ禍という状況下ではありますが世界中の学生が多様な考え方を共有できる場を提供します。 
 
【コンペティションのテーマ】 

＜テーマ＞ 
Sustainable Tourism 
―パンデミックをきっかけに考える、SDGsに貢献し得るサステイナブルな観光とは― 
 
＜テーマの説明＞ 
観光業は現在世界的に最も重要な産業の１つであり、ここ北海道も世界有数の観光地として発展して
きました。しかし、観光業はオーバーツーリズムをはじめ持続的な発展の障害となる問題を多く抱え
ています。 
パンデミックで観光業が打撃を受けている今だからこそ、ポストコロナの観光業をより良いものにす
るために、SDGsに貢献できる観光という視点から、サステイナブルな観光の在り方を提案していた
だきます。 

 
【対象】：HSI参加学生、新渡戸カレッジ生、北大生（学部生・院生・留学生） 
＊新渡戸カレッジ生（学部）の参加者には新渡戸カレッジポイント（３ポイント）を付与します。 
 
【日程】 2021年10月31日（日）13時30分～16時00分（日本時間） 



 
【ルール】 
参加者の皆さんには事前資料「How can tourism be sustainable, while contributing to the SDGs?」を
読んで、北海道のローカルな観光問題をケーススタディとしつつ、グローバルに適応可能な新しい観光
のアイデアを考え、英語による5分間のプレゼンテーションを作成・発表していただきます。 
 
＜出場枠＞ 
 ①チーム部門：5組程度（1チーム2～4名） 
 ②個人部門：5人程度 
*チームでの応募が叶わない学生には希望者同士での混合チーム結成を支援します。 
 
＜審査＞ 
多様な分野から審査員をお迎えし、審査・表彰を行います。 
 
＜主な審査項目＞ 
・SDGsへの貢献度 
・アイデアの実現可能性や将来性 
・特定の地域だけでなく、世界規模で適用可能なアイデアであるかどうか 
 *英語能力による評価はしません。 
 
＜その他＞ 
・プレゼンテーションの制限時間：5分以内（質問は別で2分間） 
・本コンペはZoomで実施します。 
 
【主  催】 HSI Team OMOTENASHI（HSI公認学生ボランティア団体） 

協賛：Hokkaido Summer Institute、新渡戸カレッジ 
 
【申込方法】 10月3日（日）までに下記フォームからお申し込みください。 
   *人数が多ければ締め切りを早める可能性があります。 

https://forms.office.com/r/8B5j8UKbVD 
 
【お問い合わせ先】 
ご不明な点がございましたら、以下メールアドレスまでご連絡ください。 
omotenashi@elms.hokudai.ac.jp 
 
各SNSアカウントのフォローもお待ちしております。 
・Twitter（https://twitter.com/Team_OMOTENASHI） 
・Instagram（https://www.instagram.com/team_omotenashi/） 
・Facebook（https://www.facebook.com/TeamOMOTENASHI/）  



Hokkaido Summer Institute 2021 is being held from June 1st at our university. 
As this year’s final online event, HSI student group is planning a challenge competition. The details a
re as below, so please join us. 
--------------------------------------- 
We are HSI Team OMOTENASHI, student volunteers of HSI (Hokkaido Summer Institute).  
This year's final online event that we will be holding this October is “HSI SDGs Challenge Competitio
n 2021”. 
 
【Purpose】 
“The HSI SDGs Challenge Competition” is organized by HSI Team OMOTENASHI in cooperation with 
HSI and Nitobe College, with the aim of providing an opportunity for Hokkaido University(HU) studen
ts and HSI students to exchange their diverse ideas internationally, even in the midst of the recent p
andemic.  
 
【Event Overview】 
Recently, Hokkaido University has been highly evaluated worldwide for its commitment to the SDGs, 
being ranked first in Japan in THE Impact Rankings 2021.  
Based on these SDGs,  this year we will be holding an online English presentation competition focusi
ng on the tourism industry, which has been greatly affected by the pandemic. 
This event is organized by HSI Team OMOTENASHI, in cooperation with Hokkaido University's globa
l program, HSI and Nitobe College.  
It will be targeted at HSI students and HU students around the world, and will provide an opportunity 
where students from all over the world can share diverse ideas even under the situation of the pand
emic. 
 
【Theme of the Competition】 
<Theme> 
Sustainable Tourism 
~How can tourism be sustainable, while contributing to the SDGs?~ 
 
<Explanations> 
Tourism is now one of the most important industries in the world, as you can see here in Hokkaido. 
However, there have been many different problems with sustainability and tourism since before.  
The aim of this competition is to take this opportunity to create new methods of tourism in the post-
corona era, which is for one area but also can be globally scalable, from the perspective of contributi
ng to the SDGs. 
 
【Participants】HSI students, NITOBE College students, and Hokkaido University students  
   *NITOBE College students from undergraduate courses can receive 3 NITOBE College Points. 



 
【Schedule】 Sunday 31st October 2021   1:30p.m.～4:00p.m.(JST) 
【Rules】 
Participants will make a 5-minutes presentation in English to propose a new method of tourism whic
h is globally scalable, by studying local problems in Hokkaido from the background material “How ca
n tourism be sustainable, while contributing to the SDGs?”. 
 
<Category> 
    ①Team: 5 teams(2~4menbers) 
 ②Individual: 5 people 
*We offer a chance to make a team with others for those who want to but cannot. 
 
<Judging> 
Judges from a variety of fields will be invited to judge and give awards. 
 
＜Main judging criteria＞   
・Contribution to the SDGs 
・Reality and future potential of the idea 
・Scalability on a global level 
 *No evaluation will be made based on English ability. 
 
＜Others＞ 
・Presentation time limit: within 5 minutes (2 minutes for questions separately) 
・The whole competition will be conducted via Zoom. 
 
【Organizer】 HSI Team OMOTENASHI 
Sponsor：Hokkaido Summer Institute and Nitobe College 
 
【How to apply】To participate, please fill out the form shown below by Sunday 3rd October 2021. 
 *If there are too many applicants, the deadline may be moved earlier. 
https://forms.office.com/r/8B5j8UKbVD 
 
【Contact Support】 
If you have any questions, please contact the email address below. 
omotenashi@elms.hokudai.ac.jp 
 
You can also follow us on these SNS accounts, so you don’t miss information about further events! 
・Twitter (https://twitter.com/Team_OMOTENASHI） 
・Instagram（https://www.instagram.com/team_omotenashi/） 



・Facebook（https://www.facebook.com/TeamOMOTENASHI/） 
 



令和３年度「博物館実習」履修希望者 各位 
博物館実習履修希望者に対する 

実習直前ガイダンスの開催について 
 令和３年度に館務実習への参加を希望する学⽣に対し，実習直前ガイ
ダンス（⼤学枠施設抽選結果発表）を実施します。 
 つきましては，館務実習への参加希望者は必ず資料を確認願います。 
 なお，このガイダンスに参加しなかった学⽣は館務実習を受けること
ができなくなりますので，ご注意下さい。 

記 

実施⽅法︓ELMS グループからの資料配付・抽選結果発表  

資料配付予定⽇︓令和３年４⽉１６⽇（⾦） 
対象者︓令和３年度「博物館実習」を履修予定の全ての者 
    （実習参加希望者向け Google フォーム登録済の者） 
内 容︓館務実習参加に際しての注意事項の説明 
         館務実習施設（⼤学枠）の調整及び決定  など    
その他︓令和３年４⽉に他⼤学から本学⼤学院に進学した学⽣

で，令和３年度「博物館実習」の履修を希望する者
は，必ず令和３年４⽉１２⽇（⽉）までに下記へ申し
出ること。         

 
                             

お問い合わせ先︓⽂学事務部教務担当 （電話︓０１１－７０６－３００５） 

令和３年４⽉１⽇ 



「学芸員」資格取得ガイダンスの 

開催について 

   標記ガイダンスを下記のとおり開催しますので，該当する学

⽣は必ず参加してください。 

対象者：令和３年度から新たに「学芸員」資格の 

        取得を希望する者。  

           

開催方法：オンデマンドによる開催 

     以下の URL もしくは QRコードから， 

説明資料をダウンロードしてください。 

URL： 

https://drive.google.com/drive/folders/1q3ufHcH0HY

h4kxDigDOPshEthE73HTVw?usp=sharing 

QR コード： 

 

 

 

内 容：学芸員とは？ 

    学芸員資格の取得方法について 

    入学年度別カリキュラムの違いについて 

    授業の履修方法について         

【お問い合わせ先】 文学部教務担当（TEL：011－706－3005） 

令和３年３月２６日 



北海道大学に在学中の学生　各位

１学期「博物館実習」の履修

・事前指導（４月～）

・館務実習（７～９月）

・事後指導（９月頃）

２学期「博物館実習」の履修

・事前指導（１０月～）

・館務実習（１２月中旬～１月中旬）

・事後指導（２月頃）

○全てのガイダンスへ出席すること。

○全ての授業科目の単位を修得すること。

○学士の学位を取得すること。

学部２年
１学期 ４月上旬　「学芸員」資格取得ガイダンス

令和３年１月
北海道大学文学事務部教務担当

学芸員の資格取得に向けたカリキュラム・マップ

　学芸員の資格取得に向け，北海道大学の学芸員資格関係の授業担当教員が推奨す
る履修計画は以下のとおりです。詳細な情報は必ずガイダンスで確認してください。

１
学
期

博物館概論

博物館資料論

博物館資料保存論

学
部
２
年 ２

学
期

博物館展示論

教育社会科学講義（生涯学習論）

学
部
４
年

【資格取得にあたっての注意事項】

学
部
３
年

１
学
期

博物館教育論

博物館情報・メディア論

２
学
期

１
学
期

２
学
期

博物館経営論

１月下旬　　博物館実習ガイダンス

博物館実習
４月上旬　　実習直前ガイダンス

または

学士の学位を取得

学芸員資格取得


